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石狩浜海浜植物保護センター海浜植物観察園の植生管理手法の検討 

 

内藤華子（合同会社いしかり植物ラボ） 

 

はじめに 

石狩浜海浜植物保護センターの海浜植物観察園（以下観察園）は、石狩浜の砂丘植生でみられる成帯

構造を再現することを目指して管理を行ってきた（石狩浜海浜植物保護センター,2025）。2022 年より、

自生地の植生を見本に観察園中央部を成帯構造に基づく８つの植生帯にゾーン分けし、自生地に設定し

た見本植生区にならった植生が管理によって再現されているかを、調査区（再現植生区）を設けてモニ

タリングしている。 

本報告では、観察園に設けた再現植生区の 3年間（一部 4年間）の変化を報告する。また、見本植生

区と再現植生区を出現種と植被率に基づいてクラスタリングし、見本植生区と再現植生区との類似性お

よび観察園内でのゾーン分けの妥当性について検討する。 

 

方法 

 再現植生区は、観察園の中央部に設けた８つのゾーンごとに２～４区、合計 19区を設けた（図１）。

調査は、⑥～⑧のゾーンに設けた 8 区で 2022 年から、①～⑤のゾーンに設けた 11 区で 2023 年から行

った。1m×1m の方形区を設け、目視で出現種、種ごとの植被率、全体の植被率、ハマナスの樹高、群落

内で最も高い位置にある種の高さ（表 2-2～2-8 では群落高に該当）を計測、記録した。いずれの年も調

査は 7月末から 8月初旬に行った。 

見本植生区は、石狩浜の砂丘植生の代表的な植物群落の遷移状況を把握するために 2022 年から設け

ている自生植生区 49 区の中から、リターの有無、ハマナスの樹高などを基準に 14 区を選んだ（図２、

資料１、表１）。再現植生区との比較には 2024 年の調査データを用いたが、後浜に設置した調査区が浜

崖上に変化したり、調査は継続できていないが特徴的な植生を有する区などは、2023 年以前のデータを

用いることとした。自生植生区の調査は 7 月末から 8 月初旬、一部で 10 月に行った。自生植生区は

2m×2m（一部 1m×4m）の方形区を設け、目視で出現種、種ごとの植被率、全体の植被率、ハマナス樹高

を記録した。 

再現植生区と見本植生区の比較は、クラスター解析により行った。解析には R の EZR を用いた

（Kanda,2013、https://japan-r2.com/）。word 法により再現植生区と見本植生区を含む自生植生

区合計 68区をクラスタリングし樹形図を作成した。 
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図 1．観察園のゾーン区分（①～⑧）と再現植生区（50～68）の位置。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2．自生植生区の位置（旗印）。見本植生区とした区は緑旗印とし調査区番号を示した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

結果 

観察園再現植生区の経年変化 

 観察園の８ゾーンごとに、再現植生区 19 区の 3 年間（一部は 4 年間）の植生および見本植生を表 2-

1～2-8 に示した。また、表 2-1～2-8 の植生をもとに、19区のおもな出現種の植被率の経年変化を図 3-

1～4に示した。 

表 1．観察園ゾーン区分、見本植生区、再現植生区の対応 

ゾーン

No. 

観察園再現区

のゾーン区分 
再現植生区 見本植生区 

見本植生区選定の基準 

リターの

有無 

ハマナスの

有無・樹高 

ツルウメモド

キの有無 

①  後浜 50,51 49 なし なし なし 

②  
第一砂丘前面

（不安定帯） 
52,53,54 25,29 なし なし なし 

③  
第一砂丘後面

（半安定帯） 

55,56 22,41 なし なし なし 

④ 57,58 26,43 なし ∼25 ㎝ なし 

⑤ 

第二砂丘 

（安定帯） 

59,60 34 あり（少） 25～40 ㎝ なし 

⑥ 63,64,65 30,35 あり 40～55 ㎝ なし 

⑦ 61,62,66 38,39 あり 55 ㎝～ あり（∼25%） 

⑧ 67,68 47,48 あり 55 ㎝～ あり（25%∼） 
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表 2-1．観察園再現区ゾーン①における再現植生区と見本植生区の植生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2-1 
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表 2-2．観察園再現区ゾーン②における再現植生区と見本植生区の植生 
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表 2-3．観察園再現区ゾーン③における再現植生区と見本植生区の植生 
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表 2-4．観察園再現区ゾーン④における再現植生区と見本植生区の植生 
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表 2-5．観察園再現区ゾーン⑤における再現植生区と見本植生区の植生 
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表 2-6．観察園再現区ゾーン⑥における再現植生区と見本植生区の植生 
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表 2-7．観察園再現区ゾーン⑦における再現植生区と見本植生区の植生 
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表 2-8．観察園再現区ゾーン⑧における再現植生区と見本植生区の植生 
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図 3-1．観察園再現植生区（ゾーン①～②）における出現種と植被率の経年変化。種名は植被率の高いおもな出現種に付

けた。凡例は図 3-2 以降にも共通。 
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図 3-2．観察園再現植生区（ゾーン③～⑥）における出現種と植被率の経年変化。種名は植被率の高いおもな出現種に付けた。 
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図 3-3．観察園再現植生区（ゾーン⑥～⑧）における出現種と植被率の経年変化。種名は植被率の高いおもな出現種に付けた。 
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図 4．再現植生区と見本植生区の出現種ごとの植被率に基づきクラスタリンクして作成した樹形図。 

再現植生区 No.に赤三角、見本植生区 No.に緑旗を印し、該当する観察園ゾーン番号を付した。 

各クラスター内で平均植被率上位 3 種を吹き出しで示し、吹き出し内左上にクラスターの番号（A～J）を示した。 
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考察 

見本植生区と再現植生区が同じクラスターとなったの

は、クラスター（以下 cl.）Ａで 50,51 と 49（ゾーン①）、

cl.Ｂで 52～54 と 29（ゾーン②）、cl.Ｂで 55,56 と 41（ゾ

ーン③）、cl.Ｅで 63～65と 35（ゾーン⑥）となり、５つ

のクラスター区分では cl.G-F で 61,62,66 と 38,39（ゾー

ン⑦）となった（表 3）。 

ゾーン①、②では、増えてくるメヒシバやコウボウシバ

などの間引きを常時行い、年一回砂を掘り起し、海砂を播

くという管理方法が妥当であることを示している。 

ゾーン⑥ではハマナスの 70%を超える高い植被率が、見本植生区の中でもハマナスの植被率が高い 35

との類似性を高めているものと思われる。cl.G ではヒロハクサフジの植被率の高さが特徴的で、ヒロハ

クサフジを有する見本植生区 38,39 と cl.F-G でクラスタリングできた。ゾーン⑦および⑧ではヒロハ

クサフジを比較的残す管理をしており、このことが他のハマナスを含む群落（ゾーン④～⑥）との違い

を際立たせているものと思われる。 

見本植生区のうち 22（ゾーン③）、26,43（ゾーン④）、34（ゾーン⑤）、30（ゾーン⑥）、47,48（ゾー

ン⑧）は、これらを見本としている再現植生区と同一クラスターにはならなかった。理由の一つとして、

これらの見本植生区にはススキが出現するが、観察園では恒常的にススキを除去しているため再現植生

区にススキがなかったことが挙げられる。ゾーン③ではイソスミレを移植により増やしているものの、

見本植生区のような植被率や混生種には至っていない。ゾーン④では、剪定でハマナスの樹高を低く抑

え、間引きにより密度を減らしているものの、観察園内の環境条件下ではハマナスの生長が旺盛で、見

本植生区のような樹高、植被率を維持することは困難である。ゾーン⑤はエゾカワラナデシコとエゾノ

カワラマツバの移植を行い、リターを一部取り除いて堆積を抑えたりハマナスの間引きを行っているも

のの、見本植生区よりもかなり高い植被率でハマナスが優占する状態となっている（表 2-5）。ゾーン⑥

の見本植生区 30 は、多種が混生してハマナスの植被率が抑えられていることが、再現植生区 63,64,65

とクラスターを分ける一因と思われる（表 2-6）。ゾーン⑧では、ノコギリソウなど、高茎種の移植やツ

ルウメモドキを抜き取らすに残し育てる管理を行ってきたが、見本植生区におけるツルウメモドキの植

被率の高さまでには至っていない（表 2-8）。 

 以上から、観察園で石狩浜の成帯構造に沿った草原植生を再現するには、コウボウムギ・ハマヒルガ

オの優占するゾーン、ハマナス・エゾカワラナデシコの優占するゾーン、ハマナス・ヒロハクサフジの

優占するゾーンの３つに区分することが妥当と思われる。海浜に特徴的な種を見せ、海岸草原の彩り豊

かな景観を見せるという目的を併せ持つ以上、成帯構造を細分化して再現することに労力をかける必要

はないと思われる。表 4に管理の基準を提案する。 

 

表 4．提案する管理基準 
ゾーン

No. 
優占種 リター ハマナス ススキ ヒロハクサフジ 備考 

①～③ 
ハマヒルガオ、 

コウボウムギ 
なし 除去 除去 除去  

④～⑥ 
ハマナス、 

エゾカワラナデシコ 
あり あり 

株肥大前に 

除去 
概ね除去 

④はハマエンドウ群落維持の場合は

ハマナス刈取り、リター除去 

⑦～⑧ 
ハマナス、 

ヒロハクサフジ 
あり あり 

株肥大前に 

除去 
あり  

 

表 3．同一クラスターとなった見本植生区と 

再現植生区一覧 

クラスタ

ーNo. 
再現植生区 見本植生区 

ゾーン

No. 

cl.A 50,51 49 ①  

cl.B 52,53,54 29 ②  

55,56 41 ③  

cl.E 63,64,65 35 ⑥ 

cl.F-G 61,62,66 38,89 ⑦ 
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資料１．自生植生区の位置情報（図 2に反映） 
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資料 2-1．解析に用いた全調査区の植生データ（1～17） 
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資料 2-2．解析に用いた全調査区の植生データ（18～34） 
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資料 2-3．解析に用いた全調査区の植生データ（35～51） 
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資料 2-4．解析に用いた全調査区の植生データ（52～68

） 

 


